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１．経営成績（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日） 

 正味収入保険料 A経 常 利 益     E 当期純利益 

 百万円    百万円 百万円 

平 成 ２ ６ 年 ３ 月 期  １４，５１１  １，６６４ ９０７ 

平 成 ２ ５ 年 ３ 月 期  １４，３００  １，５８６ ９８０ 
 

 
１株当たり 

当期純利益 

自己資本 

当期純利益率 
正味損害率 正味事業費率 

 円    銭 ％ ％ ％ 

平 成 ２ ６ 年 ３ 月 期 ２，２６９ ０５ １．６ ４１．８ ４７．４ 

平 成 ２ ５ 年 ３ 月 期 ２，４５１ ０４ １．７ ４１．３ ４９．８ 

（注）金額は記載単位未満を切り捨てており、諸比率は四捨五入により表示しております。また、マイナスの場合

は△表示しております。以下の諸表も同様であります。 

○正味損害率  ･･･ 正味支払保険金＋損害調査費 
×１００ 

正味収入保険料 

○正味事業費率 ･･･ 諸手数料及び集金費＋営業費及び一般管理費 
×１００ 

正味収入保険料 
なお、営業費及び一般管理費は保険引受に係るものに限ります。 

 
２．財政状態（平成２６年３月３１日現在） 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円    銭 

平 成 ２ ６ 年 ３ 月 期 ８０，６１１ ５８，２４２ ７２．３ １４５，６０６ １７ 

平 成 ２ ５ 年 ３ 月 期 ８０，１１５ ５７，８９９ ７２．３ １４４，７４７ ７３ 

 （参考） 自己資本    平成 26 年 3 月期   58,242 百万円  平成 25 年 3 月期   57,899 百万円 

 

３．配当の状況 

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

平成２５年３月期 1,021 26 1,021 26 408 41.7 0.7

平成２６年３月期 1,890 88 1,890 88 756 83.3 1.3

― ― ―

― ― ―

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  

 

 



４．その他  

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更         ： 無 

② ①以外の会計方針の変更                 ： 無 

③ 会計上の見積りの変更                 ：  無 

④ 修正再表示                     ： 無 

  

（２）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数 

 （自己株式を含む） 
平成 26 年 3 月期 400,000 株 平成 25 年 3 月期 400,000 株 

② 期末自己株式数 平成 26 年 3 月期 ―  株 平成 25 年 3 月期 ―  株 
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１．平成２５年度の事業概況 

 

（経営環境） 

平成２５年度の日本経済は、内需をけん引役に堅調な推移となりました。個人消費は、円安株高の

影響に加え、年度後半には消費税増税前の駆け込み需要もあり、底堅く推移しました。また、住宅投

資も高い伸びを示したほか、公共投資も大型経済対策の効果で増加傾向が続きました。一方、新興国

の景気減速などから輸出の回復は遅れ気味となり、設備投資も緩やかな回復にとどまりました。株価

は、日銀の量的・質的金融緩和を受けて大きく上昇し、その後も底堅い動きが続きました。長期金利

は、年度当初には振れ幅の大きい状態が続いたものの、日銀の国債買い入れオペの効果が浸透するに

つれ、低位で推移しました。 

 

（事業の経過） 

このような情勢のもと、当社は、平成２３年４月よりスタートした「第３次中期経営計画（３ヵ年）」

の最終年度である平成２５年度において、「お客さまを大切にする」という経営方針のもと、中長期

的に持続的な成長を実現するための取組みを進めてまいりました。 

経営管理面につきましては、反社会的勢力との取引排除に向け、平成２５年１０月１日以降始期契

約の傷害保険等の保険約款へ暴力団排除条項を導入するとともに、「反社会的勢力への対応に関する

基本方針」を制定する等、対応態勢を整備しました。 

営業・サービス面につきましては、親会社である明治安田生命保険相互会社との間で締結している

委託契約（業務の代理・事務の代行）を基軸に、当社の特長である、企業・団体のお客さまの福利厚

生制度をサポートする傷害保険等の福利厚生制度関連商品販売の継続推進、ならびに企業の経営にか

かわる諸リスクへの解決策を提供する取引信用保険や会社役員賠償責任保険（Ｄ＆Ｏ保険）等にかか

るコンサルティング機能の強化および事務体制の効率化に取り組んでまいりました。 

また、増加する事故受付・保険金支払への迅速・適切な対応に向け、保険金支払ワークフローシス

テムの開発を進めてまいりました。 

さらに、お客さま目線での見やすさ・わかりやすさの向上の観点から、ディスクロージャー誌の全

面改訂や、商品パンフレット等のお客さま向け販売資料・ツールの平明化を推進するなど、お客さま

ニーズに対応したほか、「お客さまの声」を活かす委員会を通じた改善事項の洗い出しならびに改善

フォローを継続的に実施しました。 

資産運用面につきましては、国債等の公社債中心の投資を継続してまいりました。金利リスク、信

用リスク、流動性リスクを十分考慮しながら安定収益の確保に努めるとともに、金利リスクを中心と

する市場関連リスクの把握・分析、資産自己査定の厳正な実施などを通じて資産の健全性維持に努め

てまいりました。 

 

（事業の成果） 

以上のような取組みを行なった結果、平成２５年度の事業の成果は次のとおりであります。 

損益につきましては、保険引受収益が１４８億３０百万円、資産運用収益が６億６０百万円とな

り、経常収益は１５５億円となりました。一方、保険引受費用が９６億９６百万円、営業費及び一

般管理費が４１億３６百万円となり、経常費用は１３８億３５百万円となりました。この結果、経

常利益は前期に比べて７８百万円増加し、１６億６４百万円となりました。 
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経常利益に特別損失、法人税及び住民税ならびに法人税等調整額を加減した当期純利益は前期に

比べて７２百万円減少し、９億７百万円となりました。 

 

保険引受の概況は次のとおりであります。 

保険引受収益のうち、正味収入保険料は前期に比べて２億１１百万円増加し、１４５億円１１百

万円となりました。保険引受費用のうち正味支払保険金は前期に比べて１億１百万円増加し、５３

億９２百万円となり、これに損害調査費を加えた正味損害率は４１. ８％となりました。また保険

引受に係る営業費及び一般管理費については前期に比べて１億９２百万円減少し、４０億５６百万

円となった結果、正味事業費率は４７. ４％となりました。これらに積立保険料等運用益、責任準

備金戻入額、支払備金繰入額などを加減した保険引受利益は前期より１億３７百万円増加し、１０

億８７百万円となりました。 

 

主な保険種目の状況は次のとおりであります。 

火災保険：正味収入保険料は４億１６百万円となりました。正味支払保険金は１億５９百万円で、

正味損害率は４３. ６％であります。 

傷害保険：正味収入保険料は１１３億８８百万円となりました。正味支払保険金は３７億４８百

万円で、正味損害率は３８. １％であります。 

その他の保険：その他の保険は、自動車損害賠償責任保険、労働者災害補償責任保険、賠償責任

保険などが主なものであり、正味収入保険料は２７億６百万円となりました。正味支払保険金は   

１４億８５百万円で、正味損害率は５６. ７％であります。 

 

資産運用の概況は次のとおりであります。 

平成２６年３月３１日現在の総資産は８０６億１１百万円となりました。このうち運用資産は  

７６０億４１百万円となりました。 

総資産に対する運用資産の比率は９４. ３％であります。資産の主な内訳は、国債６８２億７３百

万円、地方債１０億１０百万円、社債６億８２百万円、預貯金２５億６百万円などであります。ま

た、利息及び配当金収入は６億８８百万円となりました。 

 

（対処すべき課題） 

当社におきましては、東日本大震災の経験をふまえ、首都圏直下型地震等を想定した「事業継続計

画」の見直しに関し、態勢整備に向けたロードマップ等を策定のうえ、業務継続のための対応体制の

さらなる高度化を進めてまいります。 

また、お客さまのお申し出やお客さまニーズに即した商品・サービスのご提供や、お客さま視点か

らの業務品質向上に努めることにより、お客さまからより高い信頼をいただけるよう、引き続き取組

みを進めてまいります。あわせて、反社会的勢力への対応態勢のさらなる高度化を含め、内部管理態

勢、コンプライアンス・リスク管理態勢のいっそうの充実と、業務効率化や経費縮減に努めてまいり

ます。 

これらの取組みにより、「お客さまを大切にする会社」を実現してまいる所存であります。 
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２．財務諸表

（１）貸借対照表

(単位:百万円,％)

平成２４年度 平成２５年度

（平成25年3月31日現在) （平成26年3月31日現在)

構 成 比 構 成 比

2,957 3.69 2,510 3.11 △446

3 4

2,953 2,506

69,251 86.44 69,967 86.80 715

63,891 68,273

1,553 1,010

3,805 682

1 1

1 0.00 － － △1

1 －

3,651 4.56 3,643 4.52 △7

2,593 2,593

1,022 974

34 75

1,360 1.70 1,689 2.10 329

1,353 1,024

6 665

2,359 2.95 2,285 2.83 △74

0 －

1,626 1,641

57 62

153 116

26 7

10 6

129 131

0 0

73 78

282 239

533 0.67 515 0.64 △18

△0 △0.00 △0 △0.00 0

80,115 100.00 80,611 100.00 496

土 地

金 額

( 資 産 の 部 )

現 金 及 び 預 貯 金

現 金

預 貯 金

有 価 証 券

金 額

国 債

地 方 債

社 債

株 式

有 形 固 定 資 産

資 産 の 部 合 計

比較増減

未 収 金

未 収 収 益

預 託 金

その他の有形固定資産

無 形 固 定 資 産

建 物

貸 付 金

保 険 約 款 貸 付

繰 延 税 金 資 産

地 震 保 険 預 託 金

仮 払 金

そ の 他 資 産

未 収 保 険 料

代 理 店 貸

ソ フ ト ウ ェ ア

その他の無形固定資産

再 保 険 貸

外 国 再 保 険 貸

貸 倒 引 当 金

共 同 保 険 貸

科 目 

年 度 
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(単位:百万円,％)

平成２４年度 平成２５年度

（平成25年3月31日現在) （平成26年3月31日現在)

構 成 比 構 成 比

20,053 25.03 19,977 24.78 △75

5,304 5,511

14,748 14,465

1,965 2.45 2,189 2.72 224

121 109

29 19

238 159

138 484

138 106

11 8

631 601

657 701

110 0.14 104 0.13 △6

86 0.11 97 0.12 10

86 97

22,215 27.73 22,369 27.75 153

52,000 64.91 52,000 64.51 －

1,455 1.82 1,455 1.80 －

1,455 1,455

3,597 4.49 4,096 5.08 499

2,106 2,188

1,490 1,908

1,490 1,908

57,052 71.21 57,551 71.39 499

846 1.06 690 0.86 △155

846 1.06 690 0.86 △155

57,899 72.27 58,242 72.25 343

80,115 100.00 80,611 100.00 496

( 負 債 の 部 )

純 資 産 の 部 合 計

再 保 険 借

繰 越 利 益 剰 余 金

比較増減

金 額

利 益 剰 余 金

責 任 準 備 金

外 国 再 保 険 借

賞 与 引 当 金

そ の 他 負 債

共 同 保 険 借

金 額

負 債 の 部 合 計

( 純 資 産 の 部 )

資 本 金

価 格 変 動 準 備 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

保 険 契 約 準 備 金

支 払 備 金

仮 受 金

負債及び純資産の部合計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

未 払 法 人 税 等

預 り 金

利 益 準 備 金

資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金

前 受 収 益

未 払 金

特 別 法 上 の 準 備 金

株 主 資 本 合 計

その他有価証券評価差額金

科 目 

年 度 
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（貸借対照表の注記） 

１． 会計方針に関する事項は以下のとおりであります。 

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法は次のとおりであります。 

①  満期保有目的の債券の評価は、償却原価法により行っております。 

②  その他有価証券のうち時価のあるものの評価は、期末日の市場価格等に基づく時価法

により行っております。なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、また、売却原

価の算定は移動平均法に基づいております。 

③  その他有価証券のうち時価のないものの評価は、移動平均法に基づく原価法により行っ

ております。 

（２） 有形固定資産の減価償却は定率法により行っております。ただし、平成１０年４月１日以

降に取得した建物（建物付属設備を除く）については、定額法により行っております。 

（３） 無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却は、利用可能期間に基づ

く定額法によっております。 

（４） 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算は、外貨建取引等会計処理基準に準拠して行っ

ております。 

（５） 貸倒引当金は、債権の貸倒れによる損失に備えるため、資産の自己査定基準及び償却・引

当基準に基づき、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的に経営破綻の事実

が発生している債務者に対する債権及び実質的に経営破綻に陥っている債務者に対する債

権については、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額

等を控除し、その残額を引き当てております。 

今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権

額から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額

のうち、債務者の支払能力を総合的に判断して必要と認められる額を引き当てております。 

上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率

を債権額に乗じた額を引き当てております。 

また、全ての債権は資産の自己査定基準に基づき、勘定科目主管部が資産査定を実施し、

当該部から独立した業務監査部が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の

引当を行っております。 

（６） 賞与引当金は、従業員の賞与に充てるため、支給見込額を基準に計上しております。 

（７） 価格変動準備金は株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第１１５条の規定

に基づき計上しております。 

（８） 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、営業費及び一般

管理費等の費用は税込方式によっております。 

なお、資産に係る控除対象外消費税等は仮払金に計上し、５年間で均等償却を行っており

ます。 
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２．（１） 金融商品の状況に関する事項 

① 金融商品に対する取組方針 

   当社は、資産の運用にあたり、安全性・健全性・流動性に留意しつつ、公社債を中心

とする円金利資産ポートフォリオの構築をめざし、中長期的に安定収益を確保すること

を基本方針としております。 

② 金融商品の内容及びそのリスク 

   当社が保有する主な金融資産は、国内の公社債を中心とする有価証券であり、満期保

有目的の債券及びその他有価証券として保有しております。これらは、金利リスクを中

心とした市場関連リスク及び発行体の信用リスクに晒されております。また、未払金そ

の他の金融負債の支払など資金管理に関して流動性リスクに晒されております。なお、

当社はデリバティブ取引を行っておりません。 

③ 金融商品に係るリスク管理体制 

 （ⅰ） 市場関連リスクの管理 

    当社は、資産運用リスク管理統括部署をリスク管理・コンプライアンス部と定め資

産運用リスク管理を行うとともに、リスク管理・コンプライアンス委員会に取組み状

況を報告しています。 

    金利リスクの管理にあたっては、積立保険等の保険負債の特性に則した安定的な資

産運用がはかられるよう、資産・負債の総合的管理に努めております。また、資産運

用は、取締役会等で決定された資産運用計画に基づき行われ、運用資産の残高及び損

益状況を一元的に管理することを通して価格変動リスクのコントロールを図っており

ます。 

    さらに、当社ではＶaＲ手法による最大予想損失額の測定に加えて、通常の予測を

超えた急激な市場変動が発生する事態も想定して、ストレステストを定期的に行って

おります。 

 （ⅱ） 信用リスクの管理 

    信用リスクの管理にあたっては、個別取引ごとにリスクを慎重に見極め、安全性・

健全性が高いと判断される対象先に限定して投融資を行っております。保有資産全体

の安全性・健全性に鑑み、リスクが特定企業・グループ等に集中することのないよう

運用先の分散を図るとともに、とくに一定額以上の投融資や重要度の高い案件につい

ては、経営会議等で検討のうえ、決裁する体制となっております。 

 （ⅲ） 資金調達に係る流動性リスクの管理 

    当社は、流動性リスク管理統括部署をリスク管理・コンプライアンス部と定め流動

性リスク管理を行うとともに、リスク管理・コンプライアンス委員会に取組み状況を

報告しています。また、低流動性資産の運用制限、大口資金移動の事前把握等により、

手元流動性水準を的確にコントロールしております。 
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（２） 金融商品の時価等に関する事項 

     平成２６年３月３１日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含

めておりません（注２）。 

（単位：百万円） 

 貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

① 現金及び預貯金 ２，５１０ ２，５１０ － 

② 有価証券    
満期保有目的の債券 １４，７８８ １５，６６４ ８７５ 

その他有価証券 ５５，１７７ ５５，１７７ － 
③ 代理店貸 １，６４１ １，６４１ － 
資産計 ７４，１１８ ７４，９９４ ８７５ 

   (注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券取引に関する事項 

    資産 

①  現金及び預貯金 

      満期のない預金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額に 

よっています。 

    ② 有価証券 

      これらの時価については、期末日の市場価格等によっております。なお、保有目的ご

との有価証券に関する注記事項は以下のとおりであります。 

     （ⅰ） 満期保有目的の債券において、種類ごとの貸借対照表計上額、時価及びこれら

の差額については、次のとおりであります。なお、当事業年度中に売却した満期

保有目的の債券はありません。 

                                     （単位：百万円） 

 
種類 

貸借対照表 

計上額 
時価 差額 

時価が貸借対照表計上

額を超えるもの 
公社債 １４，７８８ １５，６６４ ８７５ 

時価が貸借対照表計上

額を超えないもの 
公社債 － － － 

合計 １４，７８８ １５，６６４ ８７５ 

（ⅱ）その他有価証券の当事業年度中の売却額は１５０百万円であり、売却益の合計額

は０百万円であります。また、種類ごとの貸借対照表計上額、取得原価及びこれ

らの差額については、次のとおりであります。 

（単位：百万円） 

 
種類 

貸借対照表 

計上額 
取得原価 差額 

貸借対照表計上額が取

得原価を超えるもの 

公社債 ５３，３４６ ５２，３４６ １，０００ 

株式 － － － 

小計 ５３，３４６ ５２，３４６ １，０００ 

貸借対照表計上額が取

得原価を超えないもの 

公社債 １，８３１ １，８３３  △ ２ 

株式 － － － 

小計 １，８３１ １，８３３ △ ２ 

合計  ５５，１７７ ５４，１７９ ９９８ 

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めており

ません。 
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     （ⅲ） 上記の表中にある「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。当事業年度に

おいて、減損処理を行った有価証券はありません。 

     （ⅳ） 当事業年度中において、保有目的が変更となった有価証券はありません。 

    ③ 代理店貸 

      短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

おります。 

  (注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は、次のとおりであり、「資産② 

有価証券 その他有価証券」には含めておりません。 

      非上場株式（貸借対照表計上額 1 百万円）は、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・

フローを見積もることができないことから時価開示の対象とはしておりません。 

  (注３) 金銭債権及び満期のある有価証券の決算日後の償還予定額 
（単位：百万円） 

 
１年以内 

１年超 

５年以内 

５年超 

１０年以内 
１０年超 

現金及び預貯金 

 預貯金 

有価証券 

満期保有目的の債券 

  国債 

  地方債 

  社債 

 その他有価証券のう

ち満期があるもの 

  国債 

  地方債 

  社債 

代理店貸 

 

２，５０６ 

 

 

－ 

－ 

－ 

 

 

８，３７５ 

１，０００ 

５２０ 

１，６４１ 

 

－ 

 

 

－ 

－ 

－ 

 

 

２６，４１４ 

－ 

１６０ 

－ 

 

－ 

 

 

５，０６０ 

－ 

－ 

 

 

１６，９４２ 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

 

 

８，８２０ 

－ 

－ 

 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

合計 １４，０４３ ２６，５７４ ２２，００２ ８，８２０ 

３． 賃貸等不動産の状況に関する事項及び賃貸等不動産の時価に関する事項 

当社では、東京都にある本社ビルにおいて一部賃貸をしており、当期末における当該賃貸等不動産の

貸借対照表価額は１，０４１百万円、時価は１，３３９百万円であります。なお、時価の算定にあたっ

ては、社外の不動産鑑定士による鑑定評価によっております。ただし、直近の評価時点から、一定の評

価額や適切に市場価額を反映していると考えられる指標に重要な変動が生じていないため、当該評価額

や指標を用いて調整した価額によっております。 

４． 有形固定資産の減価償却累計額は１，８８５百万円であります。 

５． 関係会社に対する金銭債権の総額は０百万円、金銭債務の総額は５０９百万円であります。 

６． 繰延税金資産の総額は３，３１２百万円、繰延税金負債の総額は４００百万円であります。また、繰

延税金資産から評価性引当額として控除した額は２，３９７百万円であります。 

  繰延税金資産の発生の主な原因別内訳は、責任準備金２，６３４百万円、支払備金４００百万円及び

ソフトウェア２０１百万円であります。 

 

 

- 9 -



明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期　決算の概況

 

繰延税金負債の発生の主な原因別内訳は、その他有価証券に係る評価差額金３０７百万円、自動車

損害賠償責任保険にかかる責任準備金９３百万円であります。 

      法人税等の税率変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正は次のとおりであります。 

    「所得税法等の一部を改正する法律」（平成２６年法律第１０号）が平成２６年３月３１日に公布さ

れ、平成２６年４月１日以後に開始する事業年度から復興特別法人税が廃止されることとなりました。 

これに伴い、平成２６年４月１日に開始する事業年度に解消が見込まれる一時差異等に係る繰延税

金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の３３．３３％から３０．７８％とな

ります。 

この税率変更により、繰延税金資産（繰延税金負債を控除した金額）が純額で６４百万円減少し、当          

期純利益は６４百万円減少しております。 

 

７．（１） 支払備金の内訳は次のとおりであります。 

支払備金（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） ６，１３０百万円 

同上にかかる出再支払備金 １，０２６百万円 

差引（イ）  ５，１０４百万円 

地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金（ロ） ４０７百万円 

計（イ＋ロ） ５，５１１百万円 

（２） 責任準備金の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金（出再責任準備金控除前） ７，３５６百万円 

同上にかかる出再責任準備金 １，８８５百万円 

差引（イ） ５，４７０百万円 

その他の責任準備金（ロ） ８，９９５百万円 

計（イ＋ロ） １４，４６５百万円 

８． １株当たりの純資産額は１４５，６０６円１７銭であります。 

算定上の基礎である純資産額は５８，２４２百万円、普通株式の期末株式数は４００千株であります。 

９． 事業年度末日後に、翌事業年度以降の財産又は損益に重要な影響を及ぼす事象は生じておりません。 

１０． 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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（２）損益計算書

（単位：百万円）

経　　常　　収　　益　　 16,745 15,500 △1,244 

16,019 14,830 △1,189 

14,300 14,511 211 

38 7 △31 

28 28 △0 

1,651 282 △1,369 

－ 0 0 

721 660 △60 

748 688 △59 

1 0 △1 

△28 △28 0 

3 9 5 

経　　常　　費　　用 15,158 13,835 △1,323 

10,821 9,696 △1,124 

5,290 5,392 101 

616 669 52 

2,870 2,819 △50 

2,017 607 △1,410 

25 207 182 

0 － △0 

0 0 0 

4,336 4,136 △200 

0 2 1 

0 2 1 

経    常    利    益 1,586 1,664 78 

特    別    損    失 12 12 △0 

1 1 0 

11 10 △0 

11 10 △0 

1,574 1,652 78 

443 657 214 

150 87 △62 

593 745 151 

980 907 △72 

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

損 害 調 査 費

利 息 及 び 配 当 金 収 入

保 険 引 受 収 益

そ の 他 の 経 常 費 用

諸 手 数 料 及 び 集 金 費

そ の 他 保 険 引 受 費 用

支 払 備 金 繰 入 額

比較増減

そ の 他 経 常 費 用

平成24年 4月 1日から

平成25年 3月31日まで

平成２４年度

金     額

為 替 差 益

為 替 差 損

正 味 支 払 保 険 金

満 期 返 戻 金

正 味 収 入 保 険 料

収 入 積 立 保 険 料

積 立 保 険 料 等 運 用 益

当 期 純 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

固 定 資 産 処 分 損

特 別 法 上 の 準 備 金 繰 入 額

価 格 変 動 準 備 金

平成２５年度

平成25年 4月 1日から

金     額

平成26年 3月31日まで

そ の 他 経 常 収 益

保 険 引 受 費 用

有 価 証 券 売 却 益

積 立 保 険 料 等 運 用 益 振 替

資 産 運 用 収 益

責 任 準 備 金 戻 入 額

科 目 

年 度 
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（損益計算書の注記） 

１. 関係会社との取引による収益総額は１２２百万円、費用総額は１，０７４百万円であります。 

２．（１） 正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。 

収入保険料 １６，５４３百万円 

支払再保険料 ２，０３２百万円 

差引 １４，５１１百万円 

（２） 正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。 

支払保険金 ５，６９８百万円 

回収再保険金 ３０５百万円 

差引 ５，３９２百万円 

（３） 諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。 

支払諸手数料及び集金費 ３，３８８百万円 

出再保険手数料 ５６８百万円 

差引 ２，８１９百万円 

（４） 支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

支払備金繰入額（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） ９４７百万円 

同上にかかる出再支払備金繰入額 ７３４百万円 

差引（イ） ２１３百万円 

地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金繰入額（ロ） △５百万円 

計（イ＋ロ） ２０７百万円 

（５） 責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前） △８９８百万円 

同上にかかる出再責任準備金繰入額 △８７１百万円 

差引（イ） △２６百万円 

その他の責任準備金繰入額（ロ） △２５６百万円 

計（イ＋ロ） △２８２百万円 

（６） 利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。 

預貯金利息 ０百万円 

有価証券利息・配当金 ５６６百万円 

貸付金利息 ０百万円 

不動産賃貸料 １２１百万円 

その他利息・配当金 ０百万円 

計 ６８８百万円 

３．１株当たりの当期純利益金額は２，２６９円０５銭であります。 

算定上の基礎である当期純利益金額及び普通株式に係る当期純利益金額は９０７百万円、普通株 

式の期中平均株式数は４００千株であります。 

潜在株式調整後１株当たりの当期純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載し 

ておりません。 

４．金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（平成24年4月1日から平成25年3月31日まで） （単位：百万円）

その他
利益

剰余金

繰越利益
剰余金

当期首残高 52,000 1,455 1,455 2,085 640 2,725 56,180 529 529 56,710

当期変動額

剰余金の配当 － － － － △108 △108 △108 － － △108

当期純利益 － － － － 980 980 980 － － 980

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

－ － － 21 △21 － － 317 317 317

当期変動額合計 － － － 21 849 871 871 317 317 1,189

当期末残高 52,000 1,455 1,455 2,106 1,490 3,597 57,052 846 846 57,899

（株主資本等変動計算書の注記）

１．　発行済株式の種類及び総数に関する事項は以下のとおりであります。

     (単位：株）

２．　配当に関する事項は以下のとおりであります。

（１）配当金支払額

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

３．　金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本

準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

利益
剰余金
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

その他
有価証券

評価
差額金

評価・
換算差額
等合計

当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度
末株式数

発 行 済 株 式 400,000 － － 400,000

普通株式 400,000 － － 400,000

合　計 400,000 － － 400,000

株式の種類 配当金の総額 配当の原資 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

普通株式 408百万円 利益剰余金 1,021円26銭 平成25年3月31日 平成25年7月1日

決議

平成25年6月28日
定時株主総会

株式の種類 配当金の総額 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

普通株式 108百万円 271円74銭 平成24年3月31日 平成24年7月3日

決議

平成24年6月29日
定時株主総会
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明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期　決算の概況

当事業年度（平成25年4月1日から平成26年3月31日まで） （単位：百万円）

その他
利益

剰余金
繰越利益
剰余金

当期首残高 52,000 1,455 1,455 2,106 1,490 3,597 57,052 846 846 57,899

当期変動額

剰余金の配当 － － － － △408 △408 △408 － － △408

当期純利益 － － － － 907 907 907 － － 907

株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）

－ － － 81 △81 － － △155 △155 △155

当期変動額合計 － － － 81 417 499 499 △155 △155 343

当期末残高 52,000 1,455 1,455 2,188 1,908 4,096 57,551 690 690 58,242

（株主資本等変動計算書の注記）

１．　発行済株式の種類及び総数に関する事項は以下のとおりであります。

     (単位：株）

２．　配当に関する事項は以下のとおりであります。

（１）配当金支払額

（２）基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

３．　金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

該当ありません。

株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本

準備金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

利益
剰余金
合計

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合計

その他
有価証券
評価
差額金

評価・
換算差額
等合計

株式の種類 配当金の総額 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

普通株式 408百万円 1,021円26銭 平成25年3月31日 平成25年7月1日

決議

平成25年6月28日
定 時 株 主 総 会

株式の種類 配当金の総額 配当の原資 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

普通株式 756百万円 利益剰余金 1,890円88銭 平成26年3月31日 平成26年6月30日
平成26年6月26日
定 時 株 主 総 会

決議

当事業年度
期首株式数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度
末株式数

発 行 済 株 式 400,000 － － 400,000

普通株式 400,000 － － 400,000

合　計 400,000 － － 400,000
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３．補足情報

（単位：百万円，％）

平成２４年度 平成２５年度

（第１７期） （第１８期）

15,026 15,058 31 0.2

( 14,987 ) ( 15,051 ) ( 63 ) ( 0.4 )

16,019 14,830 △1,189 △7.4

（ うち ） ( 14,300 ) ( 14,511 ) ( 211 ) ( 1.5 )

（ うち ） ( 38 ) ( 7 ) ( △31 ) ( △81.0 )

10,821 9,696 △1,124 △10.4

（ うち ） ( 5,290 ) ( 5,392 ) ( 101 ) ( 1.9 )

（ うち ） ( 616 ) ( 669 ) ( 52 ) ( 8.5 )

（ うち ） ( 2,870 ) ( 2,819 ) ( △50 ) ( △1.8 )

（ うち ） ( 2,017 ) ( 607 ) ( △1,410 ) ( △69.9 )

721 660 △60 △8.4

（ うち ） ( 748 ) ( 688 ) ( △59 ) ( △8.0 )

（ うち ） ( 1 ) ( 0 ) ( △1 ) ( △75.6 )

4,336 4,136 △200 △4.6

（ ） ( 4,249 ) ( 4,056 ) ( △192 ) ( △4.5 )

3 6 3 119.5

1,586 1,664 78 4.9

（ ） ( 949 ) ( 1,087 ) ( 137 ) ( 14.5 )

12 12 △0 △0.6

△12 △12 0 －

1,574 1,652 78 5.0

443 657 214 48.4

150 87 △62 △41.7

593 745 151 25.5

980 907 △72 △7.4

41.3 % 41.8 %

49.8 47.4

1.00 0.92

1.00 0.92

(参考)時価総合利回り：平成２４年度は１．６０％、平成２５年度は０.６１％であります。

(注)

 1.保険引受利益＝保険引受収益－(保険引受費用＋保険引受に係る営業費及び一般管理費)±その他収支

　 なお、その他収支は自動車損害賠償責任保険等に係る法人税相当額などであります。

 2.各利回りの計算方法は下記に記載したとおりであります。

 ＜利回りの計算方法＞

  1.運用資産利回り(インカム利回り)

 　・分子＝利息及び配当金収入

   ・分母＝取得原価又は償却原価による平均残高

  2.資産運用利回り(実現利回り)

   ・分子＝資産運用収益＋積立保険料等運用益－資産運用費用

   ・分母＝取得原価又は償却原価による平均残高

  3.時価総合利回り(参考開示)

   ・分子＝(資産運用収益＋積立保険料等運用益－資産運用費用)＋(当期末評価差額＊－前期末評価差額＊)＋繰延ヘッジ損益増減

   ・分母＝取得原価又は償却原価による平均残高＋その他有価証券に係る前期末評価差額＊＋売買目的有価証券に係る前期末評価損益

            ＊税効果控除前の金額による

そ の 他 経 常 損 益

資 産 運 用 収 益

満 期 返 戻 金

利 息 及 び 配 当 金 収 入

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

保 険 引 受 収 益

正 味 収 入 保 険 料

収 入 積 立 保 険 料

諸 手 数 料 及 び 集 金 費

有 価 証 券 売 却 益

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

運 用 資 産 利 回 り （ イ ン カ ム 利 回 り ）

資 産 運 用 利 回 り （ 実 現 利 回 り ）

法 人 税 等 合 計

正 味 損 害 率諸

比

率

正 味 事 業 費 率

特 別 損 益

法 人 税 及 び 住 民 税

税 引 前 当 期 純 利 益

特 別 損 失

保険引受に係る営業費及び一般管理費

損 害 調 査 費

正 味 支 払 保 険 金

経 常 利 益

保 険 引 受 利 益

保 険 引 受 費 用

元 受 正 味 保 険 料 （ 含 む 収 入 積 立 保 険 料 ）

（ 元 受 正 味 保 険 料 ）

（１）平成２５年度　損益状況の対前期比較

比 較 増 減 増 減 率年  度 
科  目 
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（２）種目別保険料・保険金

元受正味保険料（除く収入積立保険料） （単位：百万円，％）

正味収入保険料 （単位：百万円，％）

正味支払保険金 （単位：百万円，％）

火 災

傷 害

自 動 車

自動車損害賠償責任

賠 償 責 任

労働者災害補償責任

そ の 他

合 計

（注）正味損害率は正味支払保険金に損害調査費を加えて算出しております。

平成２４年度 平成２５年度

（ 第 １８ 期 ）

金 額 構 成 比
対前年増減

金 額 構 成 比

（ 第 １７ 期 ）

11,731 78.3 0.5 

対前年増減

（△）率 （△）率

11,830 78.6 0.8 

607 4.0 △3.9 火 災 632 4.2 △6.2 

傷 害

労 働 者 災 害 補 償 責 任

－ 

自 動 車 損 害 賠 償 責 任 － －  － － －  － 

自 動 車 △0.0 － △0 △0 △0.0 

賠 償 責 任 806 5.4 1.0 826 5.5 2.5 

100.0 1.7 15,051 100.0 

（△）率

平成２４年度 平成２５年度

（ 第 １７ 期 ） （ 第 １８ 期 ）

0.4 

そ の 他 1,200 

617 4.1 0.7 631 

8.0 21.8 1,154 7.7 

4.2 2.2 

78.5 0.8 

416 2.9 △19.9 

11,388 

金 額

△3.8 

傷 害 11,297 79.0 0.9 

火 災 519 3.6 22.2 

合 計 14,987 

構 成 比
対前年増減

金 額 構 成 比
対前年増減

（△）率

△0.2 △1,394.4 － 

自 動 車 損 害 賠 償 責 任 879 6.1 8.6 980 6.8 11.5 

自 動 車 △35 △4 △0.0 

590 4.1 0.2 

そ の 他

賠 償 責 任 477 3.3 12.1 

4.0 36.9 

合 計 14,300 100.0 

損 害 率

8.4 

2.4 

517 3.6 

605 4.2 

571 

（ 第 １８ 期 ）

6.3 

14,511 100.0 1.5 3.1 

4.2 

平成２５年度

607 

労 働 者 災 害 補 償 責 任

金 額
対前年増減 正 味
（△）率 損 害 率 (比較増減(△))

金 額
対前年増減 正 味

平成２４年度

（ 第 １７ 期 ）

（△）率

△2.6 37.5 3,748 1.1 38.1 0.7)(        

180 △75.5 43.0 159 △12.0 43.6 0.6)(        

3,708 

(       － )

1,150 △0.4 130.9 1,083 △5.8 110.5 △20.4)(     

△32 △132.2 － 104 － － 

37.5 25.9 84 △40.7 15.1 △10.8)(     

47 43.6 11.6 67 42.2 15.5 3.9)(        

143 

6.9)(        

5,290 △12.5 41.3 5,392 1.9 41.8 0.5)(        

93 △14.2 20.6 144 55.2 27.5 

年  度 

種  目 

年  度 

種  目 

年  度 

種  目 

- 16 -



明治安田損害保険株式会社　平成２６年３月期　決算の概況

（３）有価証券

１.売買目的有価証券
　　該当ありません。

２.満期保有目的の債券 　　　（単位：百万円）

貸借対照表
計上額

時価 差額
貸借対照表
計上額

時価 差額

公 社 債 12,837 13,713 875 14,788 15,664 875
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 -        -        -        -        -        -        
小 計 12,837 13,713 875 14,788 15,664 875
公 社 債 -        -        -        -        -        -        
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 -        -        -        -        -        -        
小 計 -        -        -        -        -        -        

12,837 13,713 875 14,788 15,664 875

３.その他有価証券 　　　（単位：百万円）

貸借対照表
計上額

取得原価 差額
貸借対照表
計上額

取得原価 差額

公 社 債 54,148   52,915   1,232    53,346   52,346   1,000    
株 式 -        -        -        -        -        -        
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 -        -        -        -        -        -        
小 計 54,148   52,915   1,232    53,346   52,346   1,000    
公 社 債 2,264    2,273    △ 9 1,831    1,833    △ 2 
株 式 -        -        -        -        -        -        
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 -        -        -        -        -        -        
小 計 2,264    2,273    △ 9 1,831    1,833    △ 2 

56,412   55,189   1,223    55,177   54,179   998      
（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含まれていません。

４.売却したその他有価証券 　　　（単位：百万円）

売却額
売却益の
合計額

売却損の
合計額

売却額
売却益の
合計額

売却損の
合計額

公 社 債 43       1        -        150      0 -        
株 式 -        -        -        -        -        -        
外 国 証 券 -        -        -        -        -        -        
そ の 他 -        -        -        -        -        -        
合 計 43       1        -        150      0 -        

５.減損処理を行った有価証券
　　該当ありません。

（４）金銭の信託
　　該当ありません。

合計

種類

平成２４年度 平成２５年度
（平成25年3月31日現在) （平成26年3月31日現在)

時価が貸借対照表
計上額を超えるも
の

時価が貸借対照表
計上額を超えない
もの

貸借対照表計上額
が取得原価を超え
るもの

貸借対照表計上額
が取得原価を超え
ないもの

合計

平成２４年度

平成２４年度 平成２５年度

種類
平成24年 4月 1日から

平成25年 3月31日まで

平成25年 4月 1日から

平成26年 3月31日まで

平成２５年度

種類
（平成25年3月31日現在) （平成26年3月31日現在)
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（５）デリバティブ取引の契約額等、時価及び評価損益
　　該当ありません。

（６）リスク管理債権情報
　　破綻先債権･延滞債権･３ヵ月以上延滞債権及び貸付条件緩和債権に該当する債権はありません。
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（７）単体ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円、％）

(A) 単体ソルベンシー・マージン総額 66,534 66,947
  資本金又は基金等 56,644 56,795
  価格変動準備金 86 97
  危険準備金 53 34
  異常危険準備金 7,682 8,107
  一般貸倒引当金 0 －
  その他有価証券の評価差額（税効果控除前） 1,100 898
  土地の含み損益 515 569
  払戻積立金超過額 － －
  負債性資本調達手段等 － －
  払戻積立金超過額及び負債性資本調達手段等のうち、
  マージンに算入されない額

－ －

  控除項目 － －
  その他 451 445

(B) 単体リスクの合計額
    (Ｒ１＋Ｒ２)

２
＋(Ｒ３＋Ｒ４)

２
＋Ｒ５＋Ｒ６

一般保険リスク（Ｒ１） 1,650 1,684
第三分野保険の保険リスク（Ｒ２） － －
予定利率リスク（Ｒ３） 11 9
資産運用リスク（Ｒ４） 1,309 1,260
経営管理リスク（Ｒ５） 68 67
巨大災害リスク（Ｒ６） 442 400

(C) 単体ソルベンシー・マージン比率
[(Ａ)／｛(Ｂ)×1/2｝]×100

5,070.5 5,195.5

(注) 「単体ソルベンシー・マージン比率」とは、保険業法施行規則第86条（単体ソルベンシー・マージン）および第
87条（単体リスク）ならびに平成８年大蔵省告示第50号の規定に基づいて算出された比率です。

   ＜単体ソルベンシー･マージン比率＞
・ 損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立型保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てております
 が、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生した場合でも、
 十分な支払能力を保持しておく必要があります。

・ こうした「通常の予測を超える危険」を示す「単体リスクの合計額」（上表の(B)）に対する「損害保険会社が保有している
 資本金・準備金等の支払余力」（すなわち単体ソルベンシー・マージン総額：上表の(A)）の割合を示す指標として、保険業法
 等に基づき計算されたものが、「単体ソルベンシー・マージン比率」（上表の(C)）であります。

・ 「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額であります。
   ①保険引受上の危険     ：保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨大災害に係る危険を
     （一般保険リスク）     除く。）
     （第三分野保険の保険リスク）
   ②予定利率上の危険     ：実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発生し得る危険
     （予定利率リスク）     
   ③資産運用上の危険     ：保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生し得る危険等
     （資産運用リスク） 
   ④経営管理上の危険     ：業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外のもの
     （経営管理リスク）     
   ⑤巨大災害に係る危険   ：通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る危険
     （巨大災害リスク）     

・ 「損害保険会社が保有している資本金･準備金等の支払余力」（単体ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社の純資
 産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金･異常危険準備金等）、土地の含み益の一部等の総額であります。

・ 単体ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつですが、その数
 値が200％以上であれば｢保険金等の支払能力の充実の状況が適当である｣とされております。

2,624 2,577

区分
平成２４年度 平成２５年度

（平成25年3月31日） （平成26年3月31日）
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明治安田損害保険株式会社 平成２６年３月期 決算の概況 
 

（参考資料） 

 

証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況 

 

 

 

①特別目的事業体（SPEs） 

  該当ありません。 

 

②債務担保証券（CDO） 

  該当ありません。 

 

③商業用不動産担保証券（CMBS） 

  該当ありません。 

 

④レバレッジド・ファイナンス 

  該当ありません。 

 

⑤その他 

  当社ではサブプライムローン関連の商品への直接投資はありません。 
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